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兼 谷の地形 と土肥利甫

- 農業 用71くか らみた地 域性 -

醐 蕗 史 子

鷹森 常乱 の地或 は ,尭 )旧こよ って産膚 Ltれ tl台地 と換地 ゼ鹿 鼓 され こ(＼為.

この風早 ム吸 取 を徴 地 微 細 な絶息 か ら各席 し ′か っそ の上 で展 開 され ている

人間 生活 の者 察 す る とい ろこ とか.争E の簡 査 笥約 であ っ{=｡

地形 は大 き くか ナて ′湊頗 台 地 (蜂超 した恵 州扇状 蔽 )ヒヰ敏也 に舟け ら

･.llZ'･.

台庭 llは;f藤地 との比 嘉 が､/Jへ .2_LPm の U-ム劣敗 t{_沖療地 面 との比高

Li籍LどjkLbれ な し＼,itoス ト･ロ ーム台 地が ある ｡ロ ーム 台姓 虻t=-I-ムの席 磯

や髄新鹿 な どの考 察 か 這,武義穿面 11耳 比 -E九る と老 え られ る竜の とそ九l=

よ ()阜 ゝ新 しし＼ヒ者 え られ る富)也ヒ分 サら丸 る ｡

沖巌励 ま鮭 川の新 Lい鹿腐 厨 で′ ローム台 姓▲を切 って姫腐 してお()′威 華

の盆 が リを永 している 一雄裁物 質 串払高 ま どか EL′ 王ら(ニ頑 健 ′砂 鹿 .低 地 ･

澗舟渡に細か で きる ,虜 私 の項 泉並 くにIま旗 の奔 命が着 る しいが ･鹿 嵐励嚢

(-鹿鹿 の )の多 くは - J 諺 ～ i,-AidL物 の威 細 な物資で ある ｡ この 沖

腐 敗 性 ノ 寄寓鹿が鼎 乗 を斉 し ′ -部 に廃 の身命 ILみ られ 湧水 の分席 が凍 られ

るため頗 状 勉 と監 介 され て(､る こ と立 あ る,L＼ご′現 河東 の状態 が虜が 勉性 の厳

寒 を とって し＼ない こと′腐 心湧水 のか布が後産 の地 形 ヒの闘塵 が落 い こ とな

ど､か ら希求 勉 とは考 え られなL＼り これ らの性 酎よ.成 定地骸 の及ぼ したもの

と･考 え られ る.

坪贋 池上 の敗埠 の歓 妙息 盈 し＼は ′ 吸盤 亡 亮 慶 衆土 地刺 間J=泉爽 Lこ(､る ,

上庭利 昭 は低庇で参るため に鹿亀が太 さ左朝 倉 をああ ていa ,鬼 瓦 の上底

剰 吊 の動 き の中で泣 冒す べきこ と姓 ′首都 圏敏感に牌 う工場勢教 ビあJb o こ

の熱 さは′磯 風 か厳 粛畳斉 尊上兼 地.としで選逢 した こ とが大 きな登 伝いこな ク

でいる と孝一え られ る,

-方膚 爾地 の利 相 を象る と嚢息帯金鹿 で水 野が 占割 も&る と ころか這.塞
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た私産 の蜜巌状況 カ＼ら裁ても水田 はかな()墾賓友鹿登 を占めている ごとかわ

かる o 各里 の塵鹿 か廃 ってし､る点か ら叔 tも古くか らの東 の番地 で あ,,,産ニ

ヒが し､える ¢

衆寮 重水か ら叙i==姓威 捜

索寮弔歌ぼ水窃池番 にお い て塩素 も隻数 意生産葦原 であ f),蜜か ら数多 く
の務薯が老め敵軍の刺 客喝風 を反映 し1産 フてい たD I-展 に廉ノ魁癖で 敗威紛

舟立や大 きく,鍍金腰溺な慣留が温 珂する といわれ ている農衆 確水の雄 性貧
お くか らか Jく項放冷である麓谷 敗底 の濃紫 の中で どのよ う‖ニ表 れ [=か き谷 口

問題 を中 心に調査 した｡ しか し谷口研磨 に璃 しては袈谷 の大里 野水 に含まれ

ている大橡 闇で/地底約軒立 という飼水 の -叡 軌 経路の鼠),Lを顕 るこ とばで

重なカ＼っr=Oつま ,)ノこの地底 Iま轟業 解氷 の佐藤 としては胃底 の他 の胤 塊 の

藤倉 と比べて /か な ()摩殊飽 な量のである とい うこ とがで きる D

地裁錦村立が少なか った ということは.嵐 叫の嵯酎 こよ って唐 がt;フK馨 の

姦私 が大き<淡水や星 ぼ､っか しは､しぼ摩 り{=O この ことは 蒐 JFtか ら取.水 して

いる六感 の賂庭 の地底 に常に剰塵また姓頗 奮 立与 える とい うもので妾 く こら

しf=白線米審 に終 しては′金 ての堰 が東風_の悩みをJL,-)tお ()′勉奴的な本

革 容が廃藩 で 恵か っf=こ と′歴史 的 に裁て/土工戸廃水ことおける泉 紅顔磯感 の

裾速 によ (),最 下,%U)塵 が かな ()項刺 に水を勝 られ る虜麻 にあっt-ことなど

奇 か射 也底,*対立を激化 させ る ことが,>な <現象 に象 っ左 ,これが倉 73簡腰

のぬ鼓 し左大正束-瑠癖 細腰 の酵武 に′好 )Il水利 の萄 轟が'賓斬 5れ /軍 の痛

め制度が連動化され る息 どの水利舟政 の.客求に見 えられ るなど静々 の蕗件 が

璃利 に作 解 し合 し､.水B3の鮭麻 密産 (-L多夫 の勘 亡をお ろ要象 を水 田勉轟の敵

嫁 が′ 帝水 問題 の解釈をJiE且 Lf=と番 え LLれ る 一

都 市化地域の地域性

- 漁巣市 と北 恵軒 を例 lニと って -

宮 路 由 利 子

敗 亡 め に

讃象勉盛 の敦庫 にあたっtは.どの施鹿 でも鑑象鼻緒軒象 ヒ象る ことか らノ

白身の都 市化 に対･す る周 航 とアイ-ル ド､へ の象徴 を斉 癒 しノ さらに地腰′動 こ

多少 と弘毅仏 変もっr=妃毅 として魂 蛍市 と光速 町 を温 んだ ラそ してこの都 南

虹鹿奴 の姓威 塵 を出来 る取 ()克 明す る こIEを讃鹿 野腐 としを｡

常套 地滅 ぼ ′ ほ ぐ尊 意展 の弛廃車 に私選 し東京 を勘 亡とする f ♂ k雛 の画
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